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なめらかな n 次元多様体 M とその上のねじれのないアファイン接

続 ∇，擬 Riemann 計量 g の組が統計多様体であるとは ∇g が対称

(0, 3) テンソル場になることを言った．さらに，統計多様体 (M,∇, g)

が Hesse 多様体 であるとは∇ が平坦であることをさす．(∇, g) か

らM の接束上に自然に構成される Kähler 構造が正則断面曲率一定

−c ∈ R をもつとき，Hesse 多様体 (M,∇, g) は定 Hesse 曲率 c であ

るという (志磨 [4] 参照．符号に注意すること)．

本講演では，このような空間を構成し分類する問題について，黒瀬

俊氏（福岡大）との共同研究 [2] に基づき，完成している部分および未

解決な部分について紹介したい．

講演で詳細に触れることはできないが，この問題は大雑把にいうと，

定曲率 −c/4 の擬 Riemann 多様体 (M, g) 上の (1, 2) テンソル場 K で

つぎをみたすものを分類することに帰着する．

(i) K(X, Y ) = K(Y,X), (ii) g(K(X, Y ), Z) = g(Y,K(X, Z)),

(iii) − c

4
{g(Y, Z)X − g(X,Z)Y } = K(Y,K(X, Z))−K(X, K(Y, Z)),

(iv)
(∇gK)(X, Y ; Z) = − c

2
{g(Z, X)Y + g(Z, Y )X}

−K(Z, K(X, Y )) + K(K(Z, X), Y ) + K(X,K(Z, Y )).
ここで，∇g は g の Levi-Civita 接続，X,Y, Z は M の任意の接ベク

トルである．
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